
 

 

 

 令和４年 ９月 １日発行 

【９月の生活目標】 

学校や地域を大切にしよう 

 

 

 

主体的に学ぶ子供たちに 

校長  荻間 秀浩                                             

 残暑お見舞い申し上げます。42 日間の長い夏休みを終え、本日より２学期が始まりました。久しぶりの学

校で、子供たちもちょっぴり緊張気味の朝の登校風景でした。今年の夏は、行動制限がない中で、田舎や家族

旅行に出かけるご家庭も多くあったのではないでしょうか。それぞれの場所で子供たちも夏休みにしか体験

できない特別な夏をきっと過ごしたことでしょう。 

 今年も夏の高校野球甲子園大会では、たくさんの熱戦が繰り広げられました。新型コロナ感染の学校もあり

ましたが、日程が配慮され辞退する学校も出ず、開催されました。（西東京代表の日大三高には、本校の卒業

生も出場していました。）決勝戦では宮城県の仙台育英高校が山口県の下関国際高校を破り、1915年の第１回

大会での秋田中の準優勝から 107年。優勝旗が初めて白河の関を超えたと話題にもなりました。 

 準優勝の下関国際高校の選手たちは、練習や試合の後、選手たちでよくミーティングをして、状況に応じて

自分たちで考える野球を目指してきたそうです。また、優勝した仙台育英高校の選手たちも新型コロナウィル

スで練習ができない時にも、選手同士がオンラインでつながり、今後についてよく話し合いをし、チームの結

束を図ってきたそうです。今、多くのスポーツでは、選手の自主性を重んじるコーチングの手法がとられるこ

とが多くなってきています。決勝戦に進出した両チームもやらされるのではなく、自分たちで考え行動する姿

勢が、数々の強豪校を破り甲子園大会の決勝の舞台まで勝ち上がる力になったのではないでしょうか。 

 Society5.0といわれるこれからの社会は、複雑で予測困難な時代と言われています。この社会を生き抜くた

めに子供たち自ら、目の前の事象から解決すべき課題を見いだし、主体的に目標を設定し、その活動を振り返

りながら他者と協働的に活動し，納得解を生み出す力を付けていくことが必要です。 

本校では、低学年の生活科や中学年以降の総合的な学習の中で、子供たちで課題を設定し、解決方法を考え、

協働的に活動して振り返り、次の課題を考えていくという形の学習を進めています。その学びが、他教科にお

いても自分たちで学習の単元計画を考え、主体的に学習に取り組んでいく素地となってきています。学年が上

がるにつれ、どう学んでいけばよいのか子供たち自身が考え、学習を進めていく学習スタイルが増えてきてい

ます。主体的に学ぼうとする力を育んでいくことが、未来社会を生き抜く子供たちの力になっていくことでし

ょう。今日から始まる２学期も子供たちが主体的に学んでいけるよう指導、支援してまいります。 

子供たちへの感染が懸念される中での２学期の始まりですが、学校としても感染防止対策をしっかりとしな

がら、教育活動を進めてまいります。各ご家庭におかれましても、毎日の健康観察、手洗い等感染防止対策を

引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

松仙小学校ＨＰ＜https://www.ota-school.ed.jp/shousen-es/＞はこちらから＝＞ 

 

大田区立 

松仙小学校 

学校便り 

９月４日（日）は本校の 69回目の開校記念日です。来年度は、開校 70周年の節目の年となります。節

目の年に向け、今年度より準備を進めています。その一つとして、２期目の校舎改修工事が始まっていま

す。今年度は、東側校舎と体育館の外壁改修工事です。来年１月末までの予定で行います。当面の間、校

庭の一部（体育館側）が使用できなくなります。 

 



たてわり班活動 

特別活動主任 ３年３組担任 

１年生を歓迎する会からスタートした、たてわり

班活動。１年生は、異学年のお兄さんお姉さんに囲

まれて、松仙小学校の１年生として迎え入れられま

した。６年生は、１年生のことを考えて、自己紹介

を取り入れたり、松仙小学校のことを知ってもらえ

るような企画を考えたりと、念入りに計画を立てて

いました。 

たてわり班活動は、月に１回の頻度で行われてい

ます。２回目（６月）・３回目（７月）も、学年を超

えて楽しく活動ができるように、６年生が計画を立

てました。「コロナ禍でも、楽しめる活動は何だろ

う。」「どの学年にも楽しんでもらえる遊びにしよ

う。」そんな６年生の思いが、たてわり班活動の企画

には込められています。いろいろな制限のある中で

も、様々な遊びを提案する６年生の発想力には、私

たちも驚かされます。 

企画する６年生だけでなく、下学年に優しく接し

たり、上学年に憧れの気持ちをもったりと、各学年

が異学年の交流を通して成長していってほしいと願

っています。 

９月～１０月上旬の行事予定 

日 曜 行事等 放 

1 木 始業式 ４時間授業 × 

2 金 
給食始 発育測定 6 

読書学習の時間（たてわり班活動計画 6） 
× 

3 土   

4 日 開校記念日  

5 月 放送昼会 発育測定 5 × 

6 火 委員会 発育測定 4 × 

7 水 
特別時程 交通安全教室 245  

発育測定 3 
× 

8 木 発育測定 2 × 

9 金 区漢字検定 発育測定 1 松仙タイム⑦ × 

10 土 土曜授業 避難訓練（引渡し訓練） × 

11 日   

12 月 安全指導 × 

13 火 クラブ④ × 

14 水 特別時程 たてわり班活動 × 

15 木  × 

16 金 水泳指導終 × 

17 土   

18 日   

19 月 敬老の日  

20 火 クラブ⑤ × 

21 水 ４時間授業 校内研究授業③（4-2） × 

22 木 薬物乱用防止教室 6 × 

23 金 秋分の日  

24 土   

25 日   

26 月 放送昼会  

27 火 クラブ⑥ × 

28 水 特別時程 × 

29 木 読書学習（いじめアンケート） × 

30 金 社会科見学 5 松仙タイム⑧ × 

１ 土 都民の日  

2 日 ふれあい久が原運動会  

3 月 放送昼会 × 

4 火 委員会 × 

5 水 ４時間授業 × 

6 木 秋季歯科検診 23 × 

7 金 読書学習の時間（たてわり班活動計画 6） × 

8 土 
土曜 3時間授業 学校公開日  

体育・健康教育授業地区公開講座 
× 

9 日   

10 月 スポーツの日  

【見方】  

 半角数字は学年（例：遠足 4＝４年生の遠足） 

 ｈは実施の時間（例：1h＝１時間目） 

 ○数字は回数（例：クラブ①＝クラブ１回目） 

４年生「社会科見学の新聞作り」 

 ４年１組担任 

夏休み明けの４年生の廊下には、子供たちが書い

た社会科見学の新聞を掲示します。７月７日、４年

生は、「川崎エコ暮らし未来館」と「日本科学未来

館」を見学しました。 

社会科では、住み良い暮らしのために、ごみはど

のように処理されているのかを学習してきました。

教科書や資料を読んだり、ビデオを観たりしてきま

したが、社会科見学では、実際に様々な施設や作業

場を見て、体感することができました。ごみ収集車

で運ばれてきたごみが入れられた「ごみバンカ」の

見学では、その大きさに感嘆しました。「深さは、

プールと同じくらいあるんだ。」「ごみクレーンは１

トンも掴めるんだ。すごいな。」施設の方のお話も

聞いて、様々なことに気付きます。また、「資源ご

みの仕分け」の見学では、コンベアで流れるゴミか

ら、危険物を手作業で取り除く姿を見て、仕事の大

変さを目の当たりにしました。ほかにも、エネルギ

ーの再利用など沢山 

のことを学びました。子 

供たちは真剣に話を聞き、 

メモを取っていました。 

出来上がった新聞を、 

ぜひ、ご覧ください。 
 

 


